
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成

年
度
総
会
が
終
わ
り
、
新
し
い
年

の
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
事
業

と
収
支
を
見
ま
す
と
、
事
業
参
加
者
は
増
加

し
て
い
る
の
に
比
べ
、
収
入
は
支
出
を
下
回

り
、
残
念
な
が
ら
「
赤
字
」
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
会
の
加
入
者
募
集
が
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
本
年
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の

改
選
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
地
域
社
会
を
支

え
る
人
た
ち
、
地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち
の

後
継
者
を
こ
の
地
域
か
ら
送
り
出
し
て
い
く

と
い
う
、
行
政
へ
の
参
加
と
い
う
意
味
も
町

内
会
に
期
待
さ
れ
て
、
そ
れ
を
果
た
す
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
防
災
を
考
え

て
も
、
防
災
の
基
本
は
自
助
、
共
助
で
あ
り

ま
す
。
盆
踊
り
や
運
動
会
、
お
み
こ
し
は
子

ど
も
た
ち
の
ふ
る
里
作
り
、
住
民
の
親
睦
・

顔
見
知
り
作
り
で
あ
り
ま
す
。
公
園
の
清
掃
、

防
災
訓
練
へ
の
参
加
に
し
ま
し
て
も
、
お
互

い
を
知
る
と
い
う
事
の
ほ
か
に
、
と
も
に
こ

の
事
業
を
支
え
る
と
い
う
、
企
画
・
準
備
・

(1)              花の台（花の台町内会広報紙）第 41 号        平成 25 年 7 月 1 日 

 

後
片
付
け
と
い
っ
た
、「
汗
を
か
く
」
部
分
へ

の
参
加
こ
そ
、
ホ
ン
ト
の
親
睦
・
顔
見
知
り

作
り
で
あ
っ
て
、
防
災
で
い
う
「
共
助
」
と

は
「
ご
近
所
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
一
年
、
事
業
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

町
内
の
か
た
が
た
が
ひ
と
り
で
も
多
く
、
お

顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
事
業
計

画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
町
会
員

に
な
っ
て
い
な
い
方
へ
の
、
町
内
会
加
入
の

お
声
が
け
な
ど
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
一
年
、
役
員
一
同
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
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新
年
度
に
当
た
って 

町 

内 

会 

表 

彰 
 

花
の
台
町
内
会
会
長 

長
谷
川
大
二 

平
成

年
度 

定
期
総
会
が
盛
大
に
開
催 

５
月

日
（
日
）
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎 

宮
崎
支
店
に
て 

本
年
も
総
会
終
了
後
、
町
内
会
会
員
の
前

で
、
町
会
よ
り
会
則
に
則
り
、
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。 

今
回
は
永
く
民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、

川
崎
市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
３
人
の

方
々
、
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
２
名
、

交
通
安
全
母
の
会
３
人
そ
し
て
退
任
さ
れ

た
町
会
役
員
３
名
の
ほ
か
、
宮
前
区
健
全
な

青
少
年
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
２
人
の
小
学

生
合
計

名
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。 

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

中
澤
喜
三
矩
様 

安
藤
美
智
子
様 

（
民
生
委
員
児
童
委
員
） 

安
藤
美
智
子
様 

安
藤
シ
ゲ
子
様 

岡
田 

正
玄
様 

（
監 

事
） 

栗
生 

晴
夫
様 

（
第
六
十
二
回
宮
前
地
区 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
健
全
な
青
少

年
） 

田
島
樹
春
様 

萩
原
菜
尚
様 

（
子
ど
も
会
会
長
） 

小
野
志
保
様 

（
町
内
会
班
長
） 

斉
藤
京
子
様 

（
交
通
安
全
母
の
会
） 

安
藤
シ
ゲ
子
様 
種
田
弘
枝
様 

石
山
治
子
様 

 

表彰された方々で記念撮影 

⇒

田
島
さ
ん
と 萩

原
さ
ん 

表
彰
を
受
け
て 

民
生
委
員
児
童
委
員 

宮
前
区
交
通
安
全
母
の
会
花
の
台
支
部
長 

 
 

安
藤
シ
ゲ
子  

「
宮
前
区
交
通
安
全
母
の
会
」
は
、
昭
和

年

７
月

日
に
「
高
津
区
交
通
安
全
母
の
会
」
か

ら
独
立
し
、
今
年
度
三
〇
周
年
に
な
り
ま
し
た
。 

当
初

名
で
「
交
通
安
全
母
の
会 

花
の
台

支
部
」
を
、
町
会
よ
り
立
ち
上
げ
、
「
交
通
安
全

は
家
庭
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
交
通
事

故
を
無
く
そ
う
と
、
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。 本

日
は
町
内
会
よ
り
表
彰
を
受
け
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
何
十
年
も
同

じ
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
相
当
に
高

齢
化
し
ま
し
た
。
活
動
は
学
校
、
生
徒
の
た
め
に

も
必
要
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
地
域
の
た
め
、
活

動
の
持
続
と
後
継
を
、
本
席
を
お
借
り
し
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
表
彰
に
対
す
る
御
礼
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。 

のぼりを 
作りました 

 
この３色ののぼりが町内
行事でお目見えします。 

町内会を盛り上げましょ
う。 

≪広報部≫ 

 

プ
ラ
容
器
の
分
別
が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す  

 

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
排
出
さ
れ
る
、

ゴ
ミ
や
資
源
物
の
収
集
方
法
が
平
成
２
５

年
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
大
き
く
変
更
さ

れ
ま
す
。
５
月

日
に
行
わ
れ
た
定
期
総

会
の
日
に
、
川
崎
市
環
境
局
宮
前
生
活
環

境
事
業
所
の
ご
担
当
に
お
い
で
頂
き
、
こ

の
件
に
関
す
る
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 

 

説
明
に
よ
る

と
、
次
世
代
に

よ
り
良
い
環
境

や
資
源
資
源
を

残
す
に
は
資
源

循
環
型
社
会
を

築
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め

の
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る

と
の
事
で
し
た

の
で
皆
様
の
御

協
力
を
お
願
し

ま
す
。 

具
体
的
な
変

更
内
容
は
、
普

通
ご
み
の
収
集

が
、
週
３
回
か

ら
週
２
回
に
変

更
さ
れ
る
こ
と

と
、
プ
ラ
ス
チ

花
の
台
掲
示
板 

少年サッカーチームを 

つくりませんか。 
 

運営スタッフ（コーチ、マネ
ージャー）を募集しています。 
町内会で応援します。 

ッ
ク
製
容
器
包
装(

プ
ラ
容
器)

の
リ
サ
イ

ク
ル
が
始
ま
る
で
す
。
こ
の
プ
ラ
マ
ー
ク

の
付
い
て
い
る
物
は
全
て
プ
ラ
容
器
の
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
使
い

残
し
や
食
べ
残
し
な
ど
の
固
形
物
を
取
り

除
き
、
汚
れ
て
い
る
も
の
は
軽
く
す
す
い

で
か
ら
、
資
源
物
置
き
場
に
置
き
場
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
固
形
物
の
取
れ

な
い
プ
ラ
容
器
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

普
通
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
プラスチック製 

容器包装リサイクル 
このマークのついているものすべてが対象で

 

 

 

民生委員、児童委員募集 
 

民生委員になって、社会と地
域に貢献しません。社会福祉
に関心のある７０歳以下の
方。是非、ご応募ください。 

   

募集中お問い合わせは、町内会館へ(火、金曜日の午前) 

宮前平３－４－１６ 宮崎台ハイツ 

Tel・fax 767--7502 

町内会の各部部員募集中 
各部の活動状況は次号に詳しく掲載します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役
員
紹
介 

①

出
身
地 

②

座
右
の
銘
、
趣
味
、
町
内
会
に
つ

い
て
な
ど
と
ご
あ
い
さ
つ 

③

町
内
会
役
員
歴 
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町
内
会 

会
長 

長
谷
川 
大
二 

①

東
京
都
渋
谷
区 

②

『
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
』
多
趣
味
で

す
が
、
最
近
は
減
ら
し
て
い
ま
す
。 

残
っ
た
趣
味
は
登
山
と
山
の
形
成
な

ど
地
学
遊
び
。
み
な
さ
ん
、
町
を
住
み

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。 

③

第
３
地
区
副
会
長
７
年
と
会
長
３
年

の
合
わ
せ
て

年
で
す
。 
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第
１
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
２
丁
目 

８
～
14 

１６
～
20 

中
沢
喜
三
矩 

①

群
馬
県
多
野
郡
上
野
村
（
御
巣
鷹
山
） 

②

こ
の
地
に
住
み
４
２
年
経
過
、
フ
ラ
ワ

ー
ズ
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
３
０
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
と

町
内
会
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

③

体
育
部
長
、
平
成

年
か
ら
副
会
長 

 

第
２
地
区 

副
会
長 

交
通
部
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎
５
丁
目 

1
・
14 

 

宮
崎
６
丁
目 

１ 

新
井 

紀
元 

 

①

神
奈
川
県
川
崎
市
新
丸
子

番
地
読

売
巨
人
軍
戦
選
手
（
多
数
）
遊
ん
で
い

た
だ
い
た
。
合
宿
所
が
近
く
に
あ
っ
た

た
め
。 

②

日
本
原
紀
行
、
旅
行
通
し
て
日
本
の
文

化
、
文
明
を
深
く
知
り
、
今
日
の
時
代

状

況

を

色

濃

く

把

握

し

た

い

。 
 
 

 
 

<

願
望>

 

③

平
成
２
４
年
か
ら
副
会
長
。
平
成
２
５

年
か
ら
交
通
部
長
兼
務 

①

東
京
都
世
田
谷
区
瀬
田 

 

生
ま
れ
育
っ
た
街
の
沿
線
上
に
、
回
り

ま
わ
っ
て
20
数
年
前
、
帰
っ
て
き
た
。

帰
巣
本
能
か
。 

②

「
釣
っ
て
殺
生
、
食
べ
て
功
徳
！
」
趣

味
は
釣
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
他
、
ギ
タ

ー
、
リ
ュ
ー
ト
な
ど 

 
 

楽
器
演
奏
。 

③

「
会
議
は
嫌
い
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
好

き
だ
！
」
頑
張
り
ま
す
。 

④

副
会
長
就
任
2
年
目 

 

第
４
地
区 
副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
３
丁
目
２
～
６ 

 

宮
前
平
３
丁
目
１２
～
１４ 

菅
谷 

雅
生 

 

第
３
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
２
丁
目
１
～
７ 

 

宮
前
平
２
丁
目
１５ 

桂
田 

實 

①

大
分
県
中
津
市
（
旧
城
下
町
、
黒
田
官

兵
衛
、
福
沢
諭
吉
の
出
身
地
） 

②

座
右
の
銘 

『
苦
手
は
克
服
す
る
と
得
意
に
な
る
』 

『
小
さ
な
勇
気
、
小
さ
な
冒
険
、
非
日

常
的
な
行
動
』 

③

副
会
長
２
年 

 

第
８
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎
２
丁
目
３
～
９ 

 

宮
崎
３
丁
目
１３ 

一
色 

瑛
二 

 

第
５
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
３
丁
目
１ 

 

宮
前
平
３
丁
目
７
～
１１ 

斎
藤 

博 

 

①

新
潟
県
十
日
町 

②

『
挨
拶
が
う
し
ろ
か
ら
来
る
三
丁
目
』

こ
れ
は
、
川
柳
（
の
つ
も
り
）
で
、「
背

中
」
と
い
う
課
題
に
対
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
句
で
す
。
わ
が
街
も
こ
の
よ
う
に
あ

り
た
い
も
の
で
す
。 

③

平
成

年
か
ら
第
７
地
区
副
会
長 

①

川
崎
市
宮
崎
字
大
野

番
地
、
現
在
の

宮
前
平
３-

-

あ
た
り 

②

私
、
出
身
は
花
の
台
な
れ
ど
学
校
や
仕

事
の
関
係
で
各
地
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

（
神
奈
川
、
東
京
、
静
岡
、
埼
玉
、
熊

本
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
）
…
で
も
週
３

回
普
通
ゴ
ミ
を
集
め
て
く
れ
た
の
は

川
崎
だ
け
で
し
た
。
９
月
か
ら
は
週
２

回
、
世
間
並
と
な
り
ま
す
。
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

③

平
成

年
地
区
班
長
、
平
成

年
か

ら
第
５
地
区
副
会
長
、
平
成

・

年

防
災
部
長 

 

第
６
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
１
丁
目 

 
 
 
 
 
 

１
・
２
・
９ 

宇
野 

三
喜
男 

 

①

山
形
県
河
北
町
。
最
寄
駅
は
山
形
新
幹

線
の
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅
、
雛
と
べ
に

花
の
里
河
北
町
で
す
。
谷
地
奴
と
全
国

奴
祭
り
、
冷
た
い
肉
そ
ば
と
ラ
ー
メ

ン
、
天
然
温
泉
の
『
ひ
な
の
宿
』
が
あ

る
小
さ
な
町
で
す
。 

②

町
内
会
は
、
行
政
と
の
連
絡
・
協
力
で
、

防
犯
・
自
主
防
災
活
動
等
の
為
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
。 

③

平
成

年
よ
り
第
６
地
区
副
会
長 

第
７
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 
宮
前
平
１
丁
目 

 
 
 
 
 

４
～
１０ 

田
村 

勝
義 

 

①

愛
媛
県
周
桑
郡
壬
生
川
町
（
現
・
西
条

市
） 

②

今
年
も
引
き
続
き
第
８
地
区
の
副
会

長
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
天
候
が
不
順
で
梅
雨

が
何
よ
り
も
早
く
、
梅
雨
が
早
い
と
災

害
が
起
こ
る
等
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、

ま
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
も
予

測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

出
来
る
だ
け
多
く
の
町
会
員
で
の

防
災
訓
練
や
食
料
の
備
蓄
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
町
内
会
に
入
っ
て

頂
き
、
防
災
、
備
蓄
な
ど
の
対
策
、
実

施
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
第
８
地
区
副
会
長 

①

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎 

②

囃
子
。 

町
内
会
行
事
に
多
く
の
方
が
参
加
で

き
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
第
９
地
区
副
会
長 

第
９
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎Ⅰ

丁
目
７
～
１０ 

 

宮
崎Ⅰ

丁
目
１３
の
一
部 

田
邉 

国
治 

 

主
な
行
事 

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、

子
ど
も
会
ラ
ジ
オ
体
操
、
映
画
会
、
秋
季

大
運
動
会
、
子
ど
も
神
輿
巡
業
、
宮
前
地

区
青
少
年
作
品
展
、
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス

会
。
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
み
や
ま
え 

 

行
事
の
主
催
は
、
町
内
会
や
、
宮
前
区

子
ど
も
会
連
合
会
、
子
ど
も
会
な
ど
い
ろ

い
ろ
で
す
が
、
す
べ
て
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
行
事
に
参
加
す
る
だ
け

で
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
も
て
ま
す
。
毎

回
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
貰
え
た
り
、
地
域
の

子
ど
も
達
や
大
人
た
ち
と
楽
し
く
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

子
ど
も
た
ち
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
、
行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
で
、
地
域
の
絆
が
深
ま
り
ま

す
！
子
ど
も
に
と
っ
て
も 

親
に
と
っ

て
も 

安
全
、
安
心
な
町
づ
く
り
！

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！ 

 

みんな集まれ！ 花の台子ども会へ 

花
の
台
子
ど
も
会
で
す
！ 

 

花
の
台
町
内
会
の
子
ど
も
達
に
は
、
ぜ

ひ
子
ど
も
会
に
入
り
、
楽
し
い
行
事
を
通

じ
て
、
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
行
事
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

そ
も
そ
も
子
ど
も
会
と
は
、
花
の
台
町
内

会
に
属
す
る
組
織
で
す
。
花
の
台
町
内
会

に
加
入
し
て
い
る
家
庭
の
小
学
生
は
花

の
台
町
内
会
に
加
入
で
き
ま
す
。 

ど
う
し
て
入
る
の
？ 

 

子
ど
も
た
ち
、
大
人
た
ち
が
地
域
の
絆

を
深
め
る
た
め
で
す
！
震
災
を
経
て
、
私

た
ち
は
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
会
に
加
入
し

て
い
る
ご
家
庭
は
、
毎
年
役
員
の
方
が
取

り
ま
と
め
を
し
て
行
事
の
参
加
の
お
誘

い
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
と

関
わ
り
、
ま
た
、
大
人
た
ち
が
行
事
の
お

手
伝
い
を
通
し
て
地
域
の
人
達
と
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
と
の
関
わ
り

は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
安
心
感
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

申
し
込
む
さ
き
は
？ 

町
内
会
事
務
所
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
！ 

 

行
事
あ
ん
な
い 

７
月
の
納
涼
盆
踊
り
大
会
か
ら

月
の
子

ど
も
神
輿
巡
行
ま
で
、
町
内
会
主
催
の
行
事

が
続
き
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
の
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

子
ど
も
神
輿
巡
行 

日
時 

 

月
３
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
前
９
時
～
発
足
式 

 
 

 
 

（
宮
前
市
民
館
前
広
場
） 

秋
季
大
運
動
会 

日
時 

 

月

日
（
日
） 

 

午
前
９
時 

場
所 

 

宮
前
平
小
学
校 

★
リ
レ
ー
選
手
は
９
月
頃
子
ど
も

会
の
回
覧
版
で
募
集
し
ま
す
。 

納
涼
盆
踊
り
大
会 

日
時 

 

７
月

日
・

日 

午
後
６
時
半
～
９
時 

場
所 

 

宮
前
平
小
学
校 

町内会館 

宮前平 3-4-16 
宮崎台ハイツ 1F 

 
TEL&FAX 

044-767-7502 
E-mail  
hananodai@c04.itscom.ne
t 
 

ご来訪  火・金午前中 

自
主
防
災
訓
練 

日
時 

 

９
月

日
（
土
） 

 

場
所 

宮
前
平
小
学
校 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①

大
阪
府
八
尾
市 

河
内
音
頭
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
歴
史
の
宝
庫
で
も
あ

り
ま
す
。 

②

『
上
善
は
水
の
如
し
』
と
言
う
言
葉

が
好
き
で
す
。
趣
味
は
囲
碁
、
ゴ
ル

フ
、
旅
行
な
ど
。
町
内
会
の
囲
碁
と

ゴ
ル
フ
の
同
好
会
に
入
っ
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 

③

平
成

年
か
ら
、
第

地
区
副
会
長 

平
成

年
か
ら
総
務
部
長
兼
務 

(3)               花の台（花の台町内会広報紙）第 41号                 

①

川
崎
市
宮
前
村
馬
絹
に
生
ま
れ

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

②

昭
和

年
頃
に
始
ま
る
区
画
整
理

（
宮
崎
１
丁
目
）
か
ら
街
の
変
貌
を

を
見
届
け
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
副

会
長
を
や
ら
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
新
し
い
発
想
を
持
っ
た
後
継
者

を
真
剣
に
探
し
て
お
り
ま
す
。
ご
連

絡
を
衷
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

③

平
成

年
よ
り
第

地
区
副
会
長 

①

福
島
県
安
達
郡
大
玉
村 

②

何
事
に
も
『
和
と
輪
』
大
切
に
心
が
け

て
い
ま
す
。 

新
聞
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
、
是
非
広
報
部
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

③

平
成

年
～

年
青
壮
年
部
長 

平
成

年
か
ら
広
報
部
長 

①

川
崎
市
宮
前
区
小
台
（
地
元
生
ま
れ
の

地
元
育
ち
） 

②

現
在
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
月
３
回 

第

地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎Ⅰ

丁
目
３
～
６ 

 

宮
崎
１
丁
目
１１
～
１３ 

立
川 

猛 

 

第

地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎
２
丁
目
１０
～
１３ 

総
務
部
長
兼
務 

津
田 

喬
次 

 

①

東
京
都
町
田
市 

②

『
継
続
は
力
な
り
』
趣
味
は
囲
碁
、
ス 

防
犯
部
部
長 
 

安
藤 

和
男 

 

防
災
部
部
長 

 

斎
藤 

堯 

①

群
馬
県
伊
勢
崎
市 

②

明
る
く 

楽
し
く 

い
つ
ま
で
も
！ 

③

平
成

年
よ
り
防
災
部
長 

美
化
部
部
長 

 

猪
爪 

豊 

①

東
京
都
世
田
谷
区 

②

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
ツ
ー
リ
ン
グ
。 

神
奈
川
県
条
例
で
は
、
『
路
上
喫
煙
』

は
禁
止
で
す
。 

③

平
成

年
か
ら
美
化
部
長 

広
報
部
部
長 

 

押
山 

二
男 

 

子
ど
も
会
会
長 

 

増
田 

美
和 

青
少
年
指
導
部
部
長 

 

野
島 

秀
行 

 

体
育
指
導
部
部
長 

 

北
野 

隆
生 

 

ポ
ー
ツ
観
戦
。
昭
和

年
か
ら

年

間
に
亘
り
尐
年
野
球
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

③ 

平
成

年
～

年
副
会
長 

 
 

平
成

年
か
ら
会
計
補
佐 

①

川
崎
市
川
崎
区
大
島 

②

町
内
会
の
野
球
チ
ー
ム
・
ス
タ
ー
フ
ラ

ワ
ー
ズ
に
所
属
し
、
試
合
に
勝
つ
た
め

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
青
尐
年
指
導
部
部
長 

①

東
京
都
大
田
区
北
千
束 

②

長
年
体
育
部
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ

ろ
そ
ろ
次
の
人
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

た
い
！
と
考
え
て
い
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
体
育
部
部
長 

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
当
町
内
が
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
。
パ
ト
ロ
ー
ル
は
徒
歩
に
て
一

時
間
程
度

時

分
か
ら
実
施
中
。

マ
コ
ト
酒
店
よ
り
出
発
。 

②

昭
和

年
か
ら
現
在
ま
で
防
犯
部
長 

平
成

年
～

年
副
会
長
兼
務 

平
成

年
～

年
青
壮
年
部
長
兼
務 

①

東
京
都
練
馬
区 

②

都
内
を
転
々
と
し
練
馬
に
戻
っ
た
昭

和

年
こ
ろ
は
、
古
び
た
漬
物
屋
の
看

板
と
畑
か
ら
は
、
か
の
有
名
な
練
馬
大

根
は
姿
を
消
し
、
一
面
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑

で
し
た
。
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
花
の
台

町
内
会
に
居
住
し

年
に
な
り
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
会
計 

会 

計 
 

藤
本 

正
夫 

 

会 

計 
 

金
澤 

征
夫 

 

①

川
崎
市
宮
前
村
馬
絹 

②

『
み
ん
な
で
た
の
し
く
』 

③

平
成
１
０
年
か
ら
花
の
台
ク
ラ
ブ
（
花

の
台
老
人
会
）
会
長 

①

東
京
都
町
田
市 

三
浦
し
を
ん
の
『
ま

ほ
ろ
駅
多
田
便
利
軒
』
で
ち
ょ
っ
と
有

名
に
な
り
ま
し
た
。 

②

座
右
の
銘
は
、「
な
る
よ
う
に
な
る
」
で

す
。
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
地
域

の
マ
マ
た
ち
の
力
を
引
き
出
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

③

役
員
は
初
め
て
で
す
が
、
地
域
の
た
め

に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
！
！ 

①

東
京
都
あ
き
る
野
市
五
日
市 

清
流
秋

川
渓
谷
は
、
水
遊
び
や
渓
流
釣
り
が
で

き
る
メ
ッ
カ
。 

②

練
習
は
宮
崎
第
一
公
園
（
毎
日
曜
早
朝
）

で
行
っ
て
い
る
。 

ソ
フ
ト
は
初
心
者
で
も
「
適
度
な
運
動
」

で
身
体
を
鍛
え
た
い
意
欲
が
あ
る
方
は

歓
迎
し
ま
す
。 

③

平
成

年
よ
り
青
壮
年
部
部
長 

青
壮
年
部
部
長 

 

鈴
木 

俊
夫 

 

花
の
台
ク
ラ
ブ
会
長 

（
老
人
ク
ラ
ブ
）  

名
古
屋
慎
吾 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     花の台（花の台町内会広報紙）第 41号                (4) 

 

平
成

年
度
定
期
総
会
は
５
月

日

（
日
）
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
宮
崎
支
店
会
議
室

に
於
い
て
、

名
を
超
え
る
町
内
会
会
員

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
案
は

熱
心
な
ご
審
議
を
頂
き
全
議
案
が
提
案
通

り
、
全
会
一
致
で
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。 

 

総
会
に
先
立
っ
て
、
宮
前
生
活
環
境
事
業

所
か
ら
お
い
で
頂
き
、
９
月
２
日
か
ら
実
施

さ
れ
る
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分

別
収
集
』
に
つ
い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。 

 

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。 

平
成

年
度 

定
期
総
会
報
告 

第
一
号
議
案 

 

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告 

 
 

各
部
長
報
告 

第
二
号
議
案 

 

平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 

資
産
及
び
備
品
説
明 

第
三
号
議
案 

 

平
成
二
十
四
年
度
会
計
監
査
報
告 

第
四
号
議
案 

会
計
細
則
の
変
更
報
告 

第
五
号
議
案 

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

第
六
号
議
案 

平
成
二
十
五
年
度
予
算
（
案
） 

第
七
号
議
案 

町
内
会
会
則
の
変
更
（
案
） 

第
八
号
議
案 

役
員
変
更
（
案
） 

第
九
号
議
案 

そ
の
他 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役
員
紹
介 

①

出
身
地 

②

座
右
の
銘
、
趣
味
、
町
内
会
に
つ

い
て
な
ど
と
ご
あ
い
さ
つ 

③

町
内
会
役
員
歴 

(5)              花の台（花の台町内会広報紙）第 41 号        

町
内
会 

会
長 

長
谷
川 

大
二 

①

東
京
都
渋
谷
区 

②

『
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
』
多
趣
味
で

す
が
、
最
近
は
減
ら
し
て
い
ま
す
。 

残
っ
た
趣
味
は
登
山
と
山
の
形
成
な

ど
地
学
遊
び
。
み
な
さ
ん
、
町
を
住
み

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。 

③

第
３
地
区
副
会
長
７
年
と
会
長
３
年

の
合
わ
せ
て

年
で
す
。 

 

     花の台（花の台町内会広報紙）第 41 号                (2) 

  

第
１
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
２
丁
目 

８
～
14 

１６
～
20 

中
沢
喜
三
矩 

①

群
馬
県
多
野
郡
上
野
村
（
御
巣
鷹
山
） 

②

こ
の
地
に
住
み
４
２
年
経
過
、
フ
ラ
ワ

ー
ズ
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
３
０
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
と

町
内
会
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

③

体
育
部
長
、
平
成

年
か
ら
副
会
長 

 

第
２
地
区 

副
会
長 

交
通
部
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎
５
丁
目 

1
・
14 

 

宮
崎
６
丁
目 

１ 

新
井 

紀
元 

 

①

神
奈
川
県
川
崎
市
新
丸
子

番
地
読

売
巨
人
軍
戦
選
手
（
多
数
）
遊
ん
で
い

た
だ
い
た
。
合
宿
所
が
近
く
に
あ
っ
た

た
め
。 

②

日
本
原
紀
行
、
旅
行
通
し
て
日
本
の
文

化
、
文
明
を
深
く
知
り
、
今
日
の
時
代

状

況

を

色

濃

く

把

握

し

た

い

。 
 
 

 
 

<

願
望>

 

③

平
成
２
４
年
か
ら
副
会
長
。
平
成
２
５

年
か
ら
交
通
部
長
兼
務 

①

東
京
都
世
田
谷
区
瀬
田 

 

生
ま
れ
育
っ
た
街
の
沿
線
上
に
、
回
り

ま
わ
っ
て
20
数
年
前
、
帰
っ
て
き
た
。

帰
巣
本
能
か
。 

②

「
釣
っ
て
殺
生
、
食
べ
て
功
徳
！
」
趣

味
は
釣
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
他
、
ギ
タ

ー
、
リ
ュ
ー
ト
な
ど 

 
 

楽
器
演
奏
。 

③

「
会
議
は
嫌
い
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
好

き
だ
！
」
頑
張
り
ま
す
。 

④

副
会
長
就
任
2
年
目 

 

第
４
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
３
丁
目
２
～
６ 

 

宮
前
平
３
丁
目
１２
～
１４ 

菅
谷 

雅
生 

 

第
３
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
２
丁
目
１
～
７ 

 

宮
前
平
２
丁
目
１５ 

桂
田 

實 

①

大
分
県
中
津
市
（
旧
城
下
町
、
黒
田
官

兵
衛
、
福
沢
諭
吉
の
出
身
地
） 

②

座
右
の
銘 

『
苦
手
は
克
服
す
る
と
得
意
に
な
る
』 

『
小
さ
な
勇
気
、
小
さ
な
冒
険
、
非
日

常
的
な
行
動
』 

③

副
会
長
２
年 

 

第
８
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎
２
丁
目
３
～
９ 

 

宮
崎
３
丁
目
１３ 

一
色 

瑛
二 

 

第
５
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
３
丁
目
１ 

 

宮
前
平
３
丁
目
７
～
１１ 

斎
藤 

博 

 

①

新
潟
県
十
日
町 

②

『
挨
拶
が
う
し
ろ
か
ら
来
る
三
丁
目
』

こ
れ
は
、
川
柳
（
の
つ
も
り
）
で
、「
背

中
」
と
い
う
課
題
に
対
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
句
で
す
。
わ
が
街
も
こ
の
よ
う
に
あ

り
た
い
も
の
で
す
。 

③

平
成

年
か
ら
第
７
地
区
副
会
長 

①

川
崎
市
宮
崎
字
大
野

番
地
、
現
在
の

宮
前
平
３-

-

あ
た
り 

②

私
、
出
身
は
花
の
台
な
れ
ど
学
校
や
仕

事
の
関
係
で
各
地
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

（
神
奈
川
、
東
京
、
静
岡
、
埼
玉
、
熊

本
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
）
…
で
も
週
３

回
普
通
ゴ
ミ
を
集
め
て
く
れ
た
の
は

川
崎
だ
け
で
し
た
。
９
月
か
ら
は
週
２

回
、
世
間
並
と
な
り
ま
す
。
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

③

平
成

年
地
区
班
長
、
平
成

年
か

ら
第
５
地
区
副
会
長
、
平
成

・

年

防
災
部
長 

 

第
６
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
１
丁
目 

 
 
 
 
 
 

１
・
２
・
９ 

宇
野 

三
喜
男 

 

①

山
形
県
河
北
町
。
最
寄
駅
は
山
形
新
幹

線
の
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
駅
、
雛
と
べ
に

花
の
里
河
北
町
で
す
。
谷
地
奴
と
全
国

奴
祭
り
、
冷
た
い
肉
そ
ば
と
ラ
ー
メ

ン
、
天
然
温
泉
の
『
ひ
な
の
宿
』
が
あ

る
小
さ
な
町
で
す
。 

②

町
内
会
は
、
行
政
と
の
連
絡
・
協
力
で
、

防
犯
・
自
主
防
災
活
動
等
の
為
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
。 

③

平
成

年
よ
り
第
６
地
区
副
会
長 

第
７
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
前
平
１
丁
目 

 
 
 
 
 

４
～
１０ 

田
村 

勝
義 

 

①

愛
媛
県
周
桑
郡
壬
生
川
町
（
現
・
西
条

市
） 

②

今
年
も
引
き
続
き
第
８
地
区
の
副
会

長
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
天
候
が
不
順
で
梅
雨

が
何
よ
り
も
早
く
、
梅
雨
が
早
い
と
災

害
が
起
こ
る
等
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、

ま
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
も
予

測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

出
来
る
だ
け
多
く
の
町
会
員
で
の

防
災
訓
練
や
食
料
の
備
蓄
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
町
内
会
に
入
っ
て

頂
き
、
防
災
、
備
蓄
な
ど
の
対
策
、
実

施
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
第
８
地
区
副
会
長 

①

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎 

②

囃
子
。 

町
内
会
行
事
に
多
く
の
方
が
参
加
で

き
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。 

③

平
成

年
か
ら
第
９
地
区
副
会
長 

第
９
地
区 

副
会
長 

<

担
当
地
区> 

 

宮
崎Ⅰ

丁
目
７
～
１０ 

 

宮
崎Ⅰ

丁
目
１３
の
一
部 

田
邉 

国
治 

 

主
な
行
事 

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、

子
ど
も
会
ラ
ジ
オ
体
操
、
映
画
会
、
秋
季

大
運
動
会
、
子
ど
も
神
輿
巡
業
、
宮
前
地

区
青
少
年
作
品
展
、
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス

会
。
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
み
や
ま
え 

 

行
事
の
主
催
は
、
町
内
会
や
、
宮
前
区

子
ど
も
会
連
合
会
、
子
ど
も
会
な
ど
い
ろ

い
ろ
で
す
が
、
す
べ
て
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
行
事
に
参
加
す
る
だ
け

で
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
も
て
ま
す
。
毎

回
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
貰
え
た
り
、
地
域
の

子
ど
も
達
や
大
人
た
ち
と
楽
し
く
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

子
ど
も
た
ち
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
、
行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
で
、
地
域
の
絆
が
深
ま
り
ま

す
！
子
ど
も
に
と
っ
て
も 

親
に
と
っ

て
も 

安
全
、
安
心
な
町
づ
く
り
！

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！ 

 

みんな集まれ！ 花の台子ども会へ 

花
の
台
子
ど
も
会
で
す
！ 

 

花
の
台
町
内
会
の
子
ど
も
達
に
は
、
ぜ

ひ
子
ど
も
会
に
入
り
、
楽
し
い
行
事
を
通

じ
て
、
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
行
事
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

そ
も
そ
も
子
ど
も
会
と
は
、
花
の
台
町
内

会
に
属
す
る
組
織
で
す
。
花
の
台
町
内
会

に
加
入
し
て
い
る
家
庭
の
小
学
生
は
花

の
台
町
内
会
に
加
入
で
き
ま
す
。 

ど
う
し
て
入
る
の
？ 

 

子
ど
も
た
ち
、
大
人
た
ち
が
地
域
の
絆

を
深
め
る
た
め
で
す
！
震
災
を
経
て
、
私

た
ち
は
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
会
に
加
入
し

て
い
る
ご
家
庭
は
、
毎
年
役
員
の
方
が
取

り
ま
と
め
を
し
て
行
事
の
参
加
の
お
誘

い
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
と

関
わ
り
、
ま
た
、
大
人
た
ち
が
行
事
の
お

手
伝
い
を
通
し
て
地
域
の
人
達
と
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
と
の
関
わ
り

は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
安
心
感
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

申
し
込
む
さ
き
は
？ 

町
内
会
事
務
所
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
！ 

 

行
事
あ
ん
な
い 

７
月
の
納
涼
盆
踊
り
大
会
か
ら

月
の
子

ど
も
神
輿
巡
行
ま
で
、
町
内
会
主
催
の
行
事

が
続
き
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
の
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

子
ど
も
神
輿
巡
行 

日
時 

 

月
３
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
前
９
時
～
発
足
式 

 
 

 
 

（
宮
前
市
民
館
前
広
場
） 

秋
季
大
運
動
会 

日
時 

 

月

日
（
日
） 

 

午
前
９
時 

場
所 

 

宮
前
平
小
学
校 

★
リ
レ
ー
選
手
は
９
月
頃
子
ど
も

会
の
回
覧
版
で
募
集
し
ま
す
。 

納
涼
盆
踊
り
大
会 

日
時 

 

７
月

日
・

日 

午
後
６
時
半
～
９
時 

場
所 

 

宮
前
平
小
学
校 

町内会館 

宮前平 3-4-16 
宮崎台ハイツ 1F 

 
TEL&FAX 

044-767-7502 
E-mail  
hananodai@c04.itscom.ne
t 

 
ご来訪  火・金午前中 

自
主
防
災
訓
練 

日
時 

 

９
月

日
（
土
） 

 

場
所 

宮
前
平
小
学
校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成

年
度
総
会
が
終
わ
り
、
新
し
い
年

の
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
事
業

と
収
支
を
見
ま
す
と
、
事
業
参
加
者
は
増
加

し
て
い
る
の
に
比
べ
、
収
入
は
支
出
を
下
回

り
、
残
念
な
が
ら
「
赤
字
」
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
会
の
加
入
者
募
集
が
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
本
年
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の

改
選
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
地
域
社
会
を
支

え
る
人
た
ち
、
地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち
の

後
継
者
を
こ
の
地
域
か
ら
送
り
出
し
て
い
く

と
い
う
、
行
政
へ
の
参
加
と
い
う
意
味
も
町

内
会
に
期
待
さ
れ
て
、
そ
れ
を
果
た
す
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
防
災
を
考
え

て
も
、
防
災
の
基
本
は
自
助
、
共
助
で
あ
り

ま
す
。
盆
踊
り
や
運
動
会
、
お
み
こ
し
は
子

ど
も
た
ち
の
ふ
る
里
作
り
、
住
民
の
親
睦
・

顔
見
知
り
作
り
で
あ
り
ま
す
。
公
園
の
清
掃
、

防
災
訓
練
へ
の
参
加
に
し
ま
し
て
も
、
お
互

い
を
知
る
と
い
う
事
の
ほ
か
に
、
と
も
に
こ

の
事
業
を
支
え
る
と
い
う
、
企
画
・
準
備
・

(1)              花の台（花の台町内会広報紙）第 41 号        平成 25 年 7 月 1 日 

 

後
片
付
け
と
い
っ
た
、「
汗
を
か
く
」
部
分
へ

の
参
加
こ
そ
、
ホ
ン
ト
の
親
睦
・
顔
見
知
り

作
り
で
あ
っ
て
、
防
災
で
い
う
「
共
助
」
と

は
「
ご
近
所
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
一
年
、
事
業
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

町
内
の
か
た
が
た
が
ひ
と
り
で
も
多
く
、
お

顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
事
業
計

画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
町
会
員

に
な
っ
て
い
な
い
方
へ
の
、
町
内
会
加
入
の

お
声
が
け
な
ど
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
一
年
、
役
員
一
同
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

                花の台（花の台町内会広報紙）第 41 号               (6) 
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新
年
度
に
当
た
って 

町 

内 

会 

表 

彰 

 

花
の
台
町
内
会
会
長 

長
谷
川
大
二 

平
成

年
度 

定
期
総
会
が
盛
大
に
開
催 

５
月

日
（
日
）
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎 

宮
崎
支
店
に
て 

本
年
も
総
会
終
了
後
、
町
内
会
会
員
の
前

で
、
町
会
よ
り
会
則
に
則
り
、
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。 

今
回
は
永
く
民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、

川
崎
市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
３
人
の

方
々
、
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
２
名
、

交
通
安
全
母
の
会
３
人
そ
し
て
退
任
さ
れ

た
町
会
役
員
３
名
の
ほ
か
、
宮
前
区
健
全
な

青
少
年
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
２
人
の
小
学

生
合
計

名
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。 

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

中
澤
喜
三
矩
様 

安
藤
美
智
子
様 

（
民
生
委
員
児
童
委
員
） 

安
藤
美
智
子
様 

安
藤
シ
ゲ
子
様 

岡
田 

正
玄
様 

（
監 

事
） 

栗
生 

晴
夫
様 

（
第
六
十
二
回
宮
前
地
区 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
健
全
な
青
少

年
） 

田
島
樹
春
様 

萩
原
菜
尚
様 

（
子
ど
も
会
会
長
） 

小
野
志
保
様 

（
町
内
会
班
長
） 

斉
藤
京
子
様 

（
交
通
安
全
母
の
会
） 

安
藤
シ
ゲ
子
様 

種
田
弘
枝
様 

石
山
治
子
様 

 

表彰された方々で記念撮影 

⇒

田
島
さ
ん
と 萩

原
さ
ん 

表
彰
を
受
け
て 

民
生
委
員
児
童
委
員 

宮
前
区
交
通
安
全
母
の
会
花
の
台
支
部
長 

 
 

安
藤
シ
ゲ
子  

「
宮
前
区
交
通
安
全
母
の
会
」
は
、
昭
和

年

７
月

日
に
「
高
津
区
交
通
安
全
母
の
会
」
か

ら
独
立
し
、
今
年
度
三
〇
周
年
に
な
り
ま
し
た
。 

当
初

名
で
「
交
通
安
全
母
の
会 

花
の
台

支
部
」
を
、
町
会
よ
り
立
ち
上
げ
、
「
交
通
安
全

は
家
庭
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
交
通
事

故
を
無
く
そ
う
と
、
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。 本

日
は
町
内
会
よ
り
表
彰
を
受
け
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
何
十
年
も
同

じ
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
相
当
に
高

齢
化
し
ま
し
た
。
活
動
は
学
校
、
生
徒
の
た
め
に

も
必
要
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
地
域
の
た
め
、
活

動
の
持
続
と
後
継
を
、
本
席
を
お
借
り
し
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
表
彰
に
対
す
る
御
礼
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。 

のぼりを 
作りました 

 
この３色ののぼりが町内
行事でお目見えします。 

町内会を盛り上げましょ
う。 

≪広報部≫ 

 

プ
ラ
容
器
の
分
別
が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す  

 

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
排
出
さ
れ
る
、

ゴ
ミ
や
資
源
物
の
収
集
方
法
が
平
成
２
５

年
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
大
き
く
変
更
さ

れ
ま
す
。
５
月

日
に
行
わ
れ
た
定
期
総

会
の
日
に
、
川
崎
市
環
境
局
宮
前
生
活
環

境
事
業
所
の
ご
担
当
に
お
い
で
頂
き
、
こ

の
件
に
関
す
る
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 

 

説
明
に
よ
る

と
、
次
世
代
に

よ
り
良
い
環
境

や
資
源
資
源
を

残
す
に
は
資
源

循
環
型
社
会
を

築
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め

の
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る

と
の
事
で
し
た

の
で
皆
様
の
御

協
力
を
お
願
し

ま
す
。 

具
体
的
な
変

更
内
容
は
、
普

通
ご
み
の
収
集

が
、
週
３
回
か

ら
週
２
回
に
変

更
さ
れ
る
こ
と

と
、
プ
ラ
ス
チ

花
の
台
掲
示
板 

少年サッカーチームを 

つくりませんか。 
 

運営スタッフ（コーチ、マネ
ージャー）を募集しています。 
町内会で応援します。 

ッ
ク
製
容
器
包
装(

プ
ラ
容
器)

の
リ
サ
イ

ク
ル
が
始
ま
る
で
す
。
こ
の
プ
ラ
マ
ー
ク

の
付
い
て
い
る
物
は
全
て
プ
ラ
容
器
の
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
使
い

残
し
や
食
べ
残
し
な
ど
の
固
形
物
を
取
り

除
き
、
汚
れ
て
い
る
も
の
は
軽
く
す
す
い

で
か
ら
、
資
源
物
置
き
場
に
置
き
場
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
固
形
物
の
取
れ

な
い
プ
ラ
容
器
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

普
通
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
プラスチック製 

容器包装リサイクル 
このマークのついているものすべてが対象で

 

 

 

民生委員、児童委員募集 
 

民生委員になって、社会と地
域に貢献しません。社会福祉
に関心のある７０歳以下の
方。是非、ご応募ください。 

   

募集中お問い合わせは、町内会館へ(火、金曜日の午前) 

宮前平３－４－１６ 宮崎台ハイツ 

Tel・fax 767--7502 

町内会の各部部員募集中 
各部の活動状況は次号に詳しく掲載します 


